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1. は じ め に

近年，幼稚園や小中学校において，教育目的でのパ

ソコンの導入が進んでおり，創造性を豊かにする道具

としても注目されている．特にタッチセンサを用いた

大画面ディスプレイは，直感的で簡単な操作が可能で

あり，教育用途への応用が期待されている1)．また，教

育においてはパソコンを利用する場合でも「書く」と

いう行為が重要である2)．以上の考えは，家庭でのパ

ソコン利用にも取り入れられると考えられる．一方，

家庭での教育においては，家族のコミュニケーション

を活性化することが重要である．そこで本研究では，

幼児～小学校低学年程度の子供のいる家庭のためのデ

スクトップ環境として，大画面ディスプレイ上で書く

ことをベースとした親子の身体性を生かしたコミュニ

ケーションを実現するシステム：Asnaroを提案する．

2. 本棚型インタフェース

ディスプレイのサイズが大きくなると，子供の身体

性がコミュニケーションに直接影響を及ぼす．また，
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共通のデスクトップ上で複数の人が操作をすることが

可能になり，その上でコミュニケーションが行えるよ

うになる．これらは，黒板上でのコミュニケーション

と同種のものである．Asnaroでは，大型ディスプレイ

を利用することによって生じる，画面の大きさと人間

の身体性との関係を積極的に利用して，親子のコミュ

ニケーションを促進する仕組みを考案する．そして，

本棚のメタファを活用したインタフェースによって，

その仕組みを実現する（図 1）．

図 1 本棚型インタフェース

図 1の本棚を，大型ディスプレイのデスクトップと

して表示し，各棚の中にアプリケーションを配置する．

本棚の両脇の木は家族を示し，左側の木は親，右側は

子供の身長程度の高さを想定している．このデスク

トップにより，複数のユーザーに対してオープンであ

りながら，高さによるゆるいアクセスコントロールの

効いた，家族の共用コンピュータ環境を実現している．
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3. アプリケーション

親子のコミュニケーションを促進するアプリケーショ

ンとしては，以下のものを実装した．操作はすべてタッ

チペンのみで行い，キーボード，マウスは使用しない．

工夫した点としては，どれも子供の創造性を誘起する

ようにした点．また，(1)メッセージボード，(2)楽器，

の 2つに関しては，身長差を生かしたインタラクショ

ンが生まれるようにした，という２点である．　

( 1 ) メッセージボード：親から子へ，子供から親へ

と手書きのメッセージを送るメッセージボード．

各ユーザーの木に，アイコンが表示されている

ことでメッセージがあることを知らせる（図 2）．

図 2 メッセージボード

( 2 ) 楽器：上下 2段に鍵盤を配置し，親子での連弾

ができる楽器（図 3）．

図 3 楽器

( 3 ) 小遣い帳：主に子供向けの小遣い帳．子供が日々

の記録を行い，親がコメントをする（図 4（左））．

図 4 小遣い帳（左）とアルバム（右）

( 4 ) アルバム：アナログのアルバムを扱うように作

成するインタフェース．扱える写真の枚数は多

くはないが，その分．価値の高い写真が集約さ

れる．また，レイアウトの自由度が高く，創意

工夫の余地が大きいため，親子での編集作業自

体が重要なコンテンツとなる（図 4（右））．

4. 検 証

大画面を活用した親子のコミュニケーションがどの

ように実現されるかを確認するために，システムを実

装し，丸の内の東京ビルにおいて 1週間の展示を行っ

た．親子連れの来場者も多く，「操作がわかりやすい」

といった好意的なコメントが多数寄せられた．

図 5 検証の様子

来場者の親子に簡単な操作の説明をした後，実際に

ペンを持ってもらい，自由に操作を行ってもらった（図

5）．楽器や，アルバムのようなコンテンツではすぐ

に操作に慣れ，親子で一緒に楽しみながら遊ぶ様子が

観察された．特に楽器では，幼児は自分の目線の高さ

にあるものから操作する様子が観察され，身長差を利

用したコミュニケーションの可能性が示唆された．

5. ま と め

Asnaroは親子の身長差を利用して，大型ディスプ

レイ上での親子のコミュニケーションを促進するシス

テムである．高さを用いた，複数のユーザに対してゆ

るいアクセスコントロールのあるデスクトップは，家

庭内でのコンピュータ環境としての応用が期待できる．

今後の研究では，さらに高さを生かしたコンテンツや

アクセスコントロールを工夫して，家族で利用でき，

子供の教育に役立つ環境を実現していく．
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